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〔Ⅰ〕 は じ め に

近年､乳億は年々増加の傾向を示してお り当病棟でも昏倒 ではない.ちェっとしたきっかけか

ら乳房のしこりに気付き､その小さな逓癌にもかかわらず､根治手術により､女性のシンボルと

もいえる乳房を失 うことの､精神的､肉体的苦痛は､はかりしれ夜いものがあり､退院後の生活

に及ぼす影響 も大きい｡

そこで私たちは一貫した看護の必要性を感じ､いくつかの症例を経験する中で生じた問題点を

険討し､患者の苦痛をできるだけ巻波し､退院後も安心して日常生活が送れるよう研究を進めた｡

〔Ⅱ〕 入院後の主な経過

オ リエンテーション

o忍者にあった説明

o術後の心構え

o精神の安定

o不安の除去

口 正三tl
oオリエンテ一一ション

oマンモグラフィー

oリンパ管造影

oその他一役の術前険査に準ずる

巨=垂]
まず乳房根治手術を行ない､外科的ホルモン原法として55才以下は2週目に卵巣を掃除

する｡

乳房根治手術は､大胸筋､小胸筋､肢窃 リンパ節とともに乳房を一塊として取るo症例に

より胸骨傍 リンパ節を廓清する｡

蔵宿部へシリコンチューブ挿入

腹部より栢皮

術時間 約 4時間 出血量 約 600me

匝=亘]
恩側上肢は娼幹固定 約 1週間
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シリコンチューブは-15-20α水柱で持続吸引

2-5日で抜去し､歩行開始

抗癌剤､放射線投法は

stage t 抗癌剤使用せず

stag｡ 丑 抗癌剤使用

stage Ⅲ･Ⅳ 抗癌剤+放射線按法

〔Ⅲ 〕 術後長期にわたる問題点

1. 創苦じが広毒巨指である

(D 飯能障害を残す

勧 リンパ廓膚しているため､恩側上肢の抵抗力が弱い

2.乳房がない

5. 本手米に対する不安がある

圧) 再発に対する不安

な) 社会復帰に対する不安

Q) 妊娠､結婚に対して絶望している

④ 卵巣欠落症状が起こりうる

〔N〕 解 決 策

問題点 Ⅰ-Q)について

a 較能障害の原因を解剖､生理学的な観点から学び､効率的な陵能訓練 と結びつける

b 術後経過に適した運動を計画的に進めてい くo (回復意欲を持たせ､自ら積極的な取

り組みができるように援助する )

問題点 工一役)について

a 恩側創部に対して

清潔に注意 し､医師の許可があれば入浴させるoその際､知覚鈍麻 もあるため､創部

を強 くこす らないよう､又､利敵の少ない石けんを使用するよう指導する｡

b 恩倒上肢に対して

(イ)皮,rBの保護削こ努める

恩側の航､手指のわずかな傷で も健康な時 に比べ､感染を起こしやすいので傷を作

らぬよう注意するe

例えば

o洗た く､土いじりの時はゴム手袋を使用する｡

o手を荒 らすようを洗剤は使用しないo
o探爪 をしないo

o火傷やひどい日やけに気をつける等

もし､傷を受けたら早 目に処置するよう指導する｡
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(ロ)腕に負担となる昌はさけるよう注意するo

o注射､採血､血圧測定等は健側に受ける｡

o腕枕をしたり､重いものを運ぶ草はさける｡

問題点 2V･ついて

a 患者をとりまく周囲 (特に天 )の理解を求め､皆で思いや りの参る態度で接する｡

b 下着､衣軸の工夫 ････患者とともに義乳房について研究してみるO

問題点 5について

個 々により央るので､case by ca80でカンファレンスを持ち､対処する｡

〔V〕 実務及び評価 ･考察

こ こでは 【-Q)について発表しますo

aにつレ､て

巨二.司
手術による較能障害の王夜裏づけは次の通 りであるO

乳房及び皮下脂肪組紋の切除

-創部のつっぼ りによる屈側上肢の挙上外旋障害

大胸筋切除 - 上腕の円旋円転障害

小胸筋切P,'京 - 肩甲骨を円下方に引く､肋骨を引き上げる障害

血管､ リンパ管切除 - 上腕のiTa=顎障害

七⊥上の等を基に､医師､理告発荘士の7ドバイスや諸文献を参考に､効孝的でかつ病室で手肇

にでき､同量思考に支障をきたさをいような連動虐取 り入れたO

具俸的には､滑喜運動､振子運動､捧運動､堕のぼり遊動等であるO

[亘=亘]

理論的な裏づけをす る苺により効率的な運動を選択し､一つ一つの運動の重要性を理解する

iBがで き､恩者にも指導しやす くなった.

bについて

t互=垂]
運動の進め方を明確にし､又､統一 した指導をするために､道義計 画茅を作成したOこの葬

は､恩者白身が記入 し､自らも評価で きるようにした.看讃婦 もこの表を見て､随時評価し､

指導している.

尚､各運動をわかりやす くするために､絵に表わし､患者に渡すO

術後第一 日Ejより､手指の屈伸運動､ポールにぎり､肘的節の屈伸超勤を開始するO忍者は､

術後間 も夜いため､勤かす等-の恐怖感､心身の疲労から消極的であり､スムーズに受け入れ

られないことが多いが､励ますことにより､目ら積極的夜取 り組みがで きるよう援助している.

術後一週細目の抜糸まで､ tt恩側上肢は肢嵩から紐さか へ''とい う治虫方針円で､できる雷

の行動範囲を広げてい く. (食事､洗面､ トイレでの始末等 )
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抜糸後､本格的な恩側上肢の挙上､内転外転遊動を開始する.ゴールは完全な機能回復であ

る｡

滑董運動には､点滴台ケこ滑卓を取 りつけたものを使用 し､各人により高 さの調節をして利用

する｡

振子連動は､両手に砂のうな持って行なうO

極運動は､竹の拝 を牙附け る｡

壁のぼ りi汝動は､部屋の壁にメジャーをつけその日盛 りを読むo

以上のような運動は恩部の痔痛などで中々芙frLに くいが､恩者 自身が必要性を理解し花実

に行なっていけるように援助しているe思毒は行なうととに､目にみえては っきりした効果が

あらわれて くるので､進んで運動するように在った｡

徐々に日常生活と結びつけ､盛の手入れ､身の回 りの盤理空疎､洗た く､物干 し竿 も進めて

い くo

運動の進み方は､各人により興るので､運動計画表を見なからCa白e by caSeで指導す

る｡

更に今までの成果をたたえ､目標にむかっての励ましを続け､一 日でも早 くゴールに達する

よう援助しているO

｢言二一一二:

計画宗により､恩者は毎 日の自己評価ができ､それが明 日-の意欲を高め､また､一つ一つ

の連動の克服が患者自身の励みになっているO私たちもその泰を見ることにより､運動の進み

具合が一 日は然で､看護者全員が統一 した指導がで きるようになったO

病室で手碇にできる連動をとり入れた尊により､忍者はいつでも運動がで き､又､心配され

f7･I他の忍者-の支障 もきたすことな く､かえって同室恩者からの励ましも得 られ､積極的に取

り組む尊ができた.

術後第- 日自よりの簡単な遊動は単に循環をよくするだけでな く､次の二運動への大 きなステ

･Jプとなり､効果的であった.又､メジャーなどによる数値的評価 も充分 に恩者の励みになり

得た｡

この研究を通 して､私たちは､遊動の種類､進め方等､すべてにおいて 自信をもって指導で

きるようになった｡

しか し､処置にかわれ､指導のかこたりがちな時 もあ り､回復の遅れた caBeもみられ､私

たちは､いかIrZる姦し合でも､常に思者に地心を示 し､恩者の把旗を充分に行なうことが大切で

あることを反省した｡

〔Ⅵ〕 終 わ り に

いかなる飯能訓練でも､患者自身の回復意欲が､これらの訓練の成果に大 きく左右し､それに

対する援助の大切さを痛感 した｡

飯能障害を克服 してい く中で､恩者は乳房を失った悲しみから徐々に立ちなお り､ これからの
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生活-の自信をとりもどし夜がら､ 日々明るさを増 している.

単 に敬能回復とい う享だけでな く､運動を通してのアプローチと､その方法を工夫することが､

よいコミュニケーションを保ち､看轟を有効に進めてい くことに大きく関与していることを学ん

だ｡

この研究を進めてきた中で､恩者が安心して生活できるようしお りを作成した｡その円容は

Lt運動に関 して､生活上の注意等乱 表乳房について､退院後の定期険診.乳房の自己険査法､

卵巣欠落症状について "等であるo

このしお りは､術後いちだんらくした所で愚者に放す.忍者からは､大変わか りやす く参考に

在ると喜ばれたo又､医師の希望 もあり､現在､健康手帳として も利用しはじめてL,･るo しかし､

まだ不十分な点 もあり､さらに険討していきたho

この研究を通 して､私たちは一貫した指導がで きるようになったが､この機会を第一歩として､

実際の業務の中で生かされるよう､一層､自己研修と生 きたチームづ くりに努刀していきたい｡

:運 動 計 画衷 よくで きたU､で きなかった×
少しできた△､やらなかった/

t 日時:運動の種類 19'u 1yu 1yl空
覗 昼 夕I 覗 昼 1夕 朝

昼 夕 I指 の 屈 伸 ○ ○ ○ C)⊂)l ()
ポ ー ル に き り ○ (⊃ ○ ○i⊂)

○肘 の 屈 伸 ()⊂)○ ⊂)()C)

食 事 を す る / ∠ゝ ∠ゝ ∠ゝ ⊂)○

髪 の 手 入 れ / 〟 / / ./ /

滑 喜 運 動 / / / / / /

掴 引 き 運 動 / / / / / /

壁のぼり運動(側方 )

/ /l/ / / /n (前方 ) /

/ / / / /後 ろ で 帯 を 結
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